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「保育所等における感染症対策の推進のための研究」に関する 
アンケート調査ご協力のお願い 

 
拝啓 時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。 
平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます 
 この度、「保育所における感染症対策ガイドライン」の見直しに向け必要な知見を提示
することを目的として、保育所等における感染症対策の実態を把握し、今後の施策の推進
に資するための研究を進めております。特に、感染症対策の観点から保育の環境及び保育
の状況について 1）現状のガイドラインではカバーされていない点、2）現状のガイドライ
ンでは十分な対応が出来ていない点などについて、現状と課題を把握したく存じます。 
つきましては、全国の保育所を対象としたアンケート調査にご協力いただきたく、お願

い申し上げます。本調査は、こども家庭科学研究費補助金を用いて実施しております。 
ご多忙の折、誠に恐縮ではございますが、本調査の趣旨をご理解のうえ、ご協力を賜り

たく何卒よろしくお願い申し上げます。 
今後とも、保育所等における感染症対策推進のための活動にご理解とご支援を賜ります

よう、心よりお願い申し上げます。 
敬具 

記 
1. 調 査 期 間 ：令和 8 年 1月 16 日～2 月 3日 
2. 調 査 方 法 ：オンライン（ウェブ）にてご回答ください  
3. そ の 他 ：ご回答において、組織および個人が特定されることはございません 
 
本調査に関するお問い合わせは、下記までお願い致します。 
担当：研究事務 松永展明（matsunaga.no@jihs.go.jp） 
  住谷真由美（sumiya.m@jihs.go.jp） 
住所：東京都新宿区戸山 1-21-1 
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◆調査の回答方法 
本アンケート調査は、オンライン（ウェブ）で回答いただきます。 
質問内容は、次ページ以降の調査用紙に記載しております。 
 
スマートフォンなどで下記 QR コードを読み取るか、URLから回答してください。 
 
 
QR コード、URL 

 

https://forms.cloud.microsoft/r/V2aATaZNi6?origin=lprLink 
 
 
 
 
◆回答締切 
 令和 8年 2 月 3 日までに回答をお願いします。 
  



調査票 
保育所等における感染症対策に関する全国アンケート調査（詳細版・全選択式） 
本アンケートは、「保育所における感染症対策ガイドライン（2018 年版）」の見直しに向け
て、全国の保育所・認定こども園・小規模保育事業・企業主導型保育事業等における感染
症対策の現状と課題を把握するために実施します。なお、本アンケートは最大 53問で構成
されていますが、回答内容により一部設問は表示されません。調査結果はマニュアル作成
の基礎資料として活用され、保育現場の実態に即した具体的な指針策定に反映されます。
ご回答内容は統計的に集計され、個人や施設が特定されることはありません。ご多忙のと
ころ恐縮ですが、園長・看護師・保健担当職員等の皆様のご協力をお願い申し上げます。 
 

Ⅰ 回答施設の基本情報 

Ｑ１．施設種別 
□ 認可保育所（公立） 
□ 認可保育所（私立） 
□ 認定こども園（幼保連携型） 
□ 認定こども園（保育所型） 
 

□ 小規模保育事業 
□ 事業所内保育事業 
□ 企業主導型保育事業 
□ その他（     ） 

Ｑ２．所在地（都道府県） 
47都道府県をプルダウンで選択 
 
Ｑ３．所在地（市区町村） 
（  市/  区/  町） 
 
Ｑ４．園児定員 
□ 19名以下 
□ 20～59 名 

□ 60～119 名 
□ 120 名以上 

 
Ｑ５．看護職の配置 
□ 常勤看護職あり 
□ 非常勤看護職あり 

□ 配置なし 
□ 近隣園・法人内に配置あり 

 
Ｑ６．回答者の役職 
□ 園長 
□ 副園長 
□ 主任保育士・主幹保育教諭 

□ 看護師 
□ 保育士（非医療職） 
□ その他（      ） 



________________________________________ 

Ⅱ 現行ガイドラインの活用状況と認知 

Ｑ７．「保育所における感染症対策ガイドライン（2018 年版）」を活用していますか 
□ よく活用している 
□ 必要に応じて活用している 

□ あまり活用していない 
□ 存在を知らなかった

 
Ｑ８．活用している場面（複数選択可） 
□ 保護者への症状確認 
□ 保護者向け文書作成 
□ 感染症の潜伏期間の確認 
□ 予防策・対応策の確認 

□ 「登園のめやす」の確認 
□ 園内研修への活用 
□ その他（       ） 

 
Ｑ９．感染症対策に関する主な情報源（複数選択可） 
□ ガイドライン（2018年版） 
□ 厚労省・こども家庭庁通知 
□ 自治体通知 
□ 医療機関からの助言 

□ 嘱託医の助言 
□ 学会・団体作成ガイドライン 
□ 書籍・研修資料 
□ その他（       ） 

 
Q１０．問 8で「学会・団体作成のガイドライン」を選択した方は、詳細を記載してくだ
さい 

 
 
Ｑ１１．感染症対策に関する独自の園内マニュアルはありますか 
□ ある □ ない 
 
Ｑ１２．前問で、感染症対策に関する独自の園内マニュアルが「ある」を選択した方は、
作成しているマニュアルの主な内容について、自由記載で教えてください。 

 
________________________________________ 

Ⅲ ガイドラインの個別内容の活用について 



Ｑ１３．＜衛生管理＞の記載内容について、現場で活用するにあたり十分かどうか、当て
はまるものを選択してください。 
□ 十分 
□ 不十分 

□ 一部不十分 

 
Q１４．「衛生管理」に関する自由意見 
 
 
 
 
Q１５．＜別添１：具体的な感染症と主な対策＞の記載内容について、現場で活用するに
あたり十分かどうか、当てはまるものを選択してください。 
□ 十分 
□ 不十分 

 
□ 一部不十分

 
Q１６．「別添１」に関する自由意見 
 
 
 
 
 
Q１７＜別添 1＞に示す、「登園のめやす」について
□ 活用している 
□ 概ね活用している 
 

□ 一部活用している 
□ 活用していない 
 

 
Q１８．前問で登園の目安を「活用している」を選択した方は、活用疾患名と理由を記載
してください 

 
 
Q１９．前問で登園の目安を「概ね活用している」を選択した方は、活用疾患名と理由を
記載してください 



 
 
Q２０．前問で登園の目安を「活用していない」を選択した方は、理由を記載してくださ
い

 
 
Q２１．「登園のめやす」に関する自由意見 

 

 
Q２２．＜別添 2：保育所における消毒の種類と方法に関する記載＞の記載内容につい
て、現場で活用するにあたり十分かどうか、当てはまるものを選択してください。 
□ 十分 
□ 一部不十分 

□ 不十分

 
Q２３．「別添 2」に関する自由意見 

 
 

Q２４．＜別添３：子どもの病気～症状に合わせた対応～＞の記載内容について、現場で
活用するにあたり十分かどうか、当てはまるものを選択してください。 
□ 十分 
□ 一部不十分 
□ 不十分 
 
Q２５．「別添３」に関する自由意見 
 
 



 
 
Q２６．＜別添４：医師の意見書及び保護者の登園届＞について 
□ ガイドラインの様式を使用 
□ すべての疾患で医師の意見書を使用 
□ すべての疾患で保護者の登園届を使用 
□ 医師の意見書の対象疾患を拡大している 
□ 保護者の登園届の対象疾患を拡大している 
 
Q２７．前問で「医師の意見書の対象疾患を拡大している」を選択した方は、追加疾患名を記載
してください 

 

 
Q２８．前問で「保護者の登園届の対象疾患を拡大している」を選択した方は、追加疾患名を記
載してください 

 

 
________________________________________  

Ⅳ 現在の感染対策の実施状況 

Q２９．日常的な感染対策：基本的感染対策の実施について（複数選択可）

□ 手洗いの徹底（職員） 
□ 発達に応じた手洗いの指導（こども） 
□ 咳エチケットの徹底（職員） 
□ 発達に応じた咳エチケットの指導（こども） 
□ 換気の徹底 
□ 消毒の定期実施 
□ その他自由記載 
 



Q３０．日常的な感染対策：各場面における感染対策について（複数選択可） 
□ 標準予防策の実施 
□ 嘔吐物処理手順に基づく対応 
□ 給食・おやつ時の衛生管理（HACCPに基づく衛生管理の実施） 
□ こどもの体調・症状、感染症発生状況の把握 
□ その他自由記載 
 
Q３１．日常的な感染対策：実施体制について（複数選択可） 
□ 職員の健康管理 
□ 保護者への情報提供 
□ 地域の関係者との情報共有 
 
Q３２．日常的な感染対策：発生時の対応について
□ 保育中発症児への対応マニュアル・スペースの整備 
□ 病後児保育の実施 
□ その他自由記載 

Q３３．環境整備に関する実施状況（複数選択可）

□ ペーパータオルの使用 
□ 個人タオルの使用 
□ トイレ・洗面所の定期消毒 
□ CO₂モニター・換気機器の利用 
□ 動線分離（登園口・部屋） 
□ その他自由記載 
 
Q３４．消毒薬の選択に迷うことがありますか 
□ ない □ 時々ある □ よくある 
 
Q３５．次亜塩素酸ナトリウム等の希釈濃度理解 
□ 理解している □ 一部理解している □ よくわからない 
 
Q３６．消毒薬をボトルに入れてのスプレー噴霧による消毒作業 
□ 実施していない 
□ 子どものいない場所のみで実施 

□ 日常的に実施 

 



Q３７．おむつ交換に関する衛生管理（複数選択可） 
□ 専用の交換台（立位使用）を使用 
□ 専用の交換台（座位使用）を使用 
□ 床に布団やマットを敷いた上で交換する 
□ 使い捨て手袋を１回ごと交換 
□ 使い捨てシート使用（頻度：  回ごとに交換） 
□ 下痢便等で汚れた衣類は洗わずに保護者へ返却 
□ 便や嘔吐等で汚たこどものシャワー洗浄対応あり 
□ その他自由記載 
 
Ｑ３８．前問で「使い捨てシート使用」を選択した方は、頻度を記載してください（例：
〇回ごとに交換） 

 
 
 
Q３９．職員体制・研修 
（複数選択可） 
□ 嘱託医との連携（定期的に助言、相談） 
□ 嘱託医との連携（必要に応じ助言、相談） 
□ 感染対策担当チームの設置（※後の質問でチームの構成を回答してください） 
□ 感染症対策に関する園内研修 
□ 嘔吐物処理・おむつ交換の園内研修 
□ 行政・保健所との情報共有体制 
□ 点検表（チェックリスト）による自主点検（※後の質問で実施頻度を記載してくださ
い） 
□ その他自由記載 
 
 
Q４０．前問「職員体制・研修」で「感染対策担当チームの設置」を選択した方は、チー
ムの構成を教えてください。該当する職種を全て選択してください（複数選択可） 
□ 園長 
□ 副園長 
□ 主任・主幹 
□ 保育士・保育教諭 



□ 看護師 
□ 栄養士・管理栄養士 
□ 調理員 
□ 嘱託医 
□ その他自由記載 
 
Q４１．前問「職員体制・研修」で「点検表（チェックリスト）による自主点検」を選択
した方は、実施頻度を記載してください（例：〇か月ごとに実施） 

 
 
Q４２．保護者との連携（複数選択可） 
□ 「登園のめやす」の説明の実施（※後の質問で実施時期を回答してください） 
□ 登園届・意見書の説明（※後の質問で実施時期と説明のタイミングを回答してくださ
い） 
□ 保護者向け資料（図示・一覧）の配布 
□ 家庭内での対応依頼 
□ 多言語資料の配布 
□ その他自由記載 i 

 
Q４３．前問「保護者との連携」で「『登園のめやす』の説明の実施」を選択した方は、実
施時期を選択してください（複数選択可） 
□ 入園面接 
□ 入園説明会 
□ 保護者会 
□ 罹患時 
□ 随時 
□ その他自由記載 
 
Q４４．前問「保護者との連携」で「登園届・意見書の説明の実施」を選択した方は、実
施時期を選択してください（複数選択可） 
□ 入園面接 
□ 入園説明会 
□ 保護者会 



□ 罹患時 
□ 随時 
□ その他自由記載 
 
Q４５．前問「保護者との連携」で「登園届・意見書の説明の実施」を選択した方で、登
園のめやすと同時に説明している場合は「はい」を選択してください 
□ はい 
□ いいえ 
 
 
________________________________________ 

Ⅴ 感染症発生時の対応 

Q４６．体調の変化に対応する際の判断に課題を感じることが多い症状（複数選択可）
□ 全身状態良好の解釈 
□ 発しん 
□ 嘔吐１回 
□ 下痢の回数 
□ 発熱 
□ その他自由記載 
 
Q４７．感染症流行時の情報把握 
□ 保護者からの欠席連絡 
□ 登園再開にあたっての意見書や登園届 
□ 自治体通知 
□ 保育園サーベイランスで把握 
□ 医療機関からの情報 
□ 特に決まった方法はない 
□ その他自由記載 
 

 
________________________________________ 

Ⅵ 新型コロナウイルス感染症の流行を経験して 

Q４８．当初困難であった点（複数選択可） 



□ 情報不足（病原菌情報（感染力、有効な対策などの正確な情報等）

□ 職員不足（職員の罹患、少人数保育体制、動線分離などによる） 
□ 物資不足（マスク、消毒薬など） 
□ 保護者への説明 
□ 休園判断 
□ その他（       ） 

 
Q４９．衛生管理・環境整備について、今後も必要と感じる取り組みを選択してください
（複数選択可） 
ない場合は「特になし」を選択してください。 
□ 基本的な手指衛生の徹底（手洗い・消毒） 
□ 適切な換気の実施 
□ 施設・道具等の清掃・消毒 
□ ゾーニングや動線の工夫 
□ 共有タオル等のペーパー化 
□ 発熱対応時や吐物・排泄物処理時の防具着用の徹底 
□ 流行状況に応じた清掃・消毒の強弱をつけた運用 
□ 特になし 
□ その他自由記載
 
 
Q５０．運営・活動内容について、今後も必要と感じる取り組みを選択してください（複
数選択可）
ない場合は「特になし」を選択してください。 
□ 少人数での活動・分散実施 
□ 食事環境の工夫（座席配置や配膳方法の見直し） 
□ 職員・園児の健康観察基準の維持（無理に登園させない等） 
□ 行事のオンライン配信や縮小開催 
□ 特になし 
□ その他自由記載
 
 
Q５１．ICT・保護者連携について、今後も必要と感じる取り組みを選択してください
（複数選択可） 



ない場合は「特になし」を選択してください。 
□ 連絡帳・園だよりの電子化（連絡帳アプリ等の活用） 
□ 登園前の体調・体温報告のアプリ化（紙の検温表・カードの廃止） 
□ 感染症発生・休園連絡等の一斉配信システムの活用 
□ 保護者とのオンライン面談・情報共有（Zoomなどの有効活用） 
□ 募金業務のデジタル化（キャッシュレス決済の利用） 
□ 特になし 
□ その他自由記載
 
________________________________________ 

Ⅶ ガイドライン活用上の課題 

Q５２.ガイドラインの活用にあたり、課題と感じている点について（複数回答可） 
□ 職員間での感染症に関する基礎知識の共有 
□ 職員間での判断の基準や手順の共通理解 
□ 感染対策の考え方・方針に関する保護者との共通理解 
□ 感染対策の発生状況等に関する保護者との情報共有 
□ 予防接種や疾患、消毒薬などに関する最新の情報へのアップデート 
□ その他（            ） 
 
________________________________________ 

Ⅷ 自由意見（任意 ） 

Q５３現行の感染症対応において感じている課題、ガイドライン改訂への提言を記載して
ください。 
（                           ） 

 
 


